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(57)【要約】
　表示装置（１）は、変位センサ（１２）、タッチセン
サ（１３）、変位状態検知部（１４）、タッチ位置検知
部（１５）、制御部（１６）、記憶部（２１）、ＲＡＭ
（２２）、表示部（３０）、無線ＬＡＮ通信部（６０）
、及びバッテリ（７０）を備える。変位センサ（１２）
は、曲げ変位センサ（３５）及び捻れ変位センサ（３６
）を有する。曲げ変位センサ（３５）は、圧電フィルム
（３５０）から出力される検知電圧ＶＭを変位状態検知
部（１４）へ出力する。変位センサ（１２）の捻れ変位
センサ（３６）は、圧電フィルム（３６０）から出力さ
れる検知電圧ＶＷを変位状態検知部（１４）へ出力する
。変位状態検知部（１４）は、検知電圧ＶＭ，ＶＷの電
圧分布から変位状態を検知し、変位状態の検知結果を制
御部（１６）へ出力する。制御部（１６）は、変位状態
の検知結果に基づいて画像データを生成し、表示部（３
０）へ出力する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示部と、
　前記表示部に第１の画像を表示させるアプリケーションソフトを実行する制御部と、を
備える表示装置であって、
　筐体と、
　前記筐体の曲げ及び捻れを個別に検知する検知部と、を備え、
　前記制御部は、前記アプリケーションソフトの実行中、前記検知部が前記筐体の曲げと
捻れのいずれか一方を検知したとき、前記第１の画像と異なる第２の画像を前記表示部に
表示する表示処理を行い、前記検知部が前記筐体の曲げと捻れのいずれか他方を検知した
とき、前記第１の画像および前記第２の画像の両方と異なる第３の画像を前記表示部に表
示する表示処理を行う、表示装置。
【請求項２】
　前記検知部は、前記筐体の曲げ方向、前記筐体の曲げ量、前記筐体の捻れ方向、及び前
記筐体の捻れ量を検知し、
　前記制御部は、前記アプリケーションソフトの実行中、前記検知部が前記筐体の捻れを
検知したとき、前記筐体の捻れ方向および前記筐体の捻れ量に応じて前記第２の画像を前
記表示部に表示する表示処理を行い、前記検知部が前記筐体の曲げを検知したとき、前記
筐体の曲げ方向および前記筐体の曲げ量に応じて前記第３の画像を前記表示部に表示する
表示処理を行う、請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記アプリケーションソフトは、電子書籍表示用のアプリケーションソフトであり、
　前記制御部は、前記アプリケーションソフトの実行中、前記検知部が前記筐体の捻れを
検知したとき、前記筐体の捻れ方向に応じたページ方向へ、前記筐体の捻れ量に応じた速
さで前記ページを捲り、前記検知部が前記筐体の曲げを検知したとき、前記筐体の曲げ方
向に応じた拡大縮小方向へ、及び前記筐体の曲げ量に応じた倍率に、前記ページを拡大又
は縮小する、請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記表示装置は、携帯型の端末である、請求項１から請求項３のいずれか１項に記載の
表示装置。
【請求項５】
　前記第１の画像、前記第２の画像、又は前記第３の画像が前記表示部によって表示され
る操作面と、
　前記操作面への操作位置を検出するタッチセンサと、を備える、請求項１から請求項４
のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記検知部は、キラル高分子によって形成された圧電フィルムを有する、請求項１から
請求項５のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記キラル高分子は、ポリ乳酸である、請求項６に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記ポリ乳酸は、Ｌ型ポリ乳酸である、請求項７に記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ユーザが装置本体の筐体を操作することで、筐体の変位を検知する表示装置
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ユーザが装置本体の筐体を操作することで、筐体の変位を検知する表示装置が各
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種考案されている。例えば、特許文献１では、画像を表示する表示面と表示面に対向する
背面とを有する表示部と、背面の左上と左下（表示面側からは右上と右下）に設けられた
２つの圧電センサと、を備える電子ペーパーが開示されている。
【０００３】
　特許文献１の電子ペーパーにおいて、表示部が第１のページを表示面に表示していると
き、ユーザが表示部を曲げると、電子ペーパーは、表示部の曲げ変位を圧電センサで検知
する。これにより、電子ペーパーは、ページをめくり、第１のページの次の第２のページ
を表示面に表示する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００４－３１８１２３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１の電子ペーパーにおいて、ユーザが電子ペーパーに対して行
うことができる直感的な入力操作は、曲げ操作のみである。このため、特許文献１に記載
の電子ペーパーでは、ユーザが行うことができる直感的な入力操作の種類が少ないという
問題がある。
【０００６】
　したがって、本発明の目的は、曲げ操作と捻れ操作が可能であり、ユーザが多様性に富
んだ直感的な入力操作を行うことができる表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この発明の表示装置は、表示部と、制御部と、筐体と、検知部と、を備える。制御部は
、表示部に第１の画像を表示させるアプリケーションソフトを実行する。検知部は、筐体
の曲げ及び捻れを個別に検知する。
【０００８】
　制御部は、アプリケーションソフトの実行中、検知部が筐体の曲げと捻れのいずれか一
方を検知したとき、第２の画像を表示部に表示する表示処理を行い、検知部が筐体の曲げ
と捻れのいずれか他方を検知したとき、第３の画像を表示部に表示する表示処理を行う。
第２の画像は、第１の画像と異なる。第３の画像は、第１の画像および第２の画像の両方
と異なる。
【０００９】
　この構成において、アプリケーションソフトの実行中、ユーザは、表示部が表示する第
１の画像を見て、筐体に対して曲げ操作または捻れ操作を行う。ユーザが捻れ操作と曲げ
操作のいずれか一方を行ったとき、第２の画像を表示部に表示する表示処理が制御部によ
って行われる。また、ユーザが捻れ操作と曲げ操作のいずれか他方を行ったとき、第３の
画像を表示部に表示する表示処理が制御部によって行われる。
【００１０】
　そのため、ユーザは、アプリケーションソフトの実行中、筐体を変位（曲げ、捻れ）さ
せて、多様性に富んだ直感的な入力操作を表示装置に行うことができる。
【００１１】
　したがって、この構成によれば、曲げ操作と捻れ操作が可能であり、ユーザが多様性に
富んだ直感的な入力操作を行うことができる表示装置を実現することができる。
【００１２】
　また、この発明の表示装置では、次の構成であることが好ましい。検知部は、筐体の曲
げ方向、筐体の曲げ量、筐体の捻れ方向、及び筐体の捻れ量を検知する。制御部は、アプ
リケーションソフトの実行中、検知部が筐体の捻れを検知したとき、筐体の捻れ方向およ
び筐体の捻れ量に応じて第２の画像を表示部に表示する表示処理を行い、検知部が筐体の
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曲げを検知したとき、筐体の曲げ方向および筐体の曲げ量に応じて第３の画像を表示部に
表示する表示処理を行う。
【００１３】
　この構成において、アプリケーションソフトの実行中、ユーザは、表示部が表示する第
１の画像を見て、筐体に対して曲げ操作または捻れ操作を行う。この際、ユーザは、筐体
を捻る量を変えたり、筐体を曲げる量を変えたりすることができる。
【００１４】
　ユーザが捻れ操作を行ったとき、筐体の捻れ方向および筐体の捻れ量に応じて、第２の
画像を表示部に表示する表示処理が制御部によって行われる。また、ユーザが曲げ操作を
行ったとき、筐体の曲げ方向および筐体の曲げ量に応じて、第３の画像を表示部に表示す
る表示処理が制御部によって行われる。
【００１５】
　そのため、ユーザは、アプリケーションソフトの実行中、筐体を変位（曲げ、捻れ）さ
せて、より多様性に富んだ直感的な入力操作を表示装置に行うことができる。
【００１６】
　したがって、この構成によれば、曲げ操作と捻れ操作が可能であり、ユーザがより多様
性に富んだ直感的な入力操作を行うことができる表示装置を実現することができる。
【００１７】
　また、この発明の表示装置では、次の構成であることが好ましい。アプリケーションソ
フトは、電子書籍表示用のアプリケーションソフトである。制御部は、アプリケーション
ソフトの実行中、検知部が筐体の捻れを検知したとき、筐体の捻れ方向に応じたページ方
向へ、筐体の捻れ量に応じた速さでページを捲り、検知部が筐体の曲げを検知したとき、
筐体の曲げ方向に応じた拡大縮小方向へ、及び筐体の曲げ量に応じた倍率に、ページを拡
大又は縮小する。
【００１８】
　この構成では、ユーザが、電子書籍表示用のアプリケーションソフトの実行中、筐体に
対して捻れ操作を行って電子書籍のページを捲っていき、筐体に対して曲げ操作を行って
所定のページで拡大縮小を行うことができる。この際、ユーザは、筐体を捻る量を変える
ことでページを捲る速さを変えることができる。さらに、ユーザは、筐体を曲げる量を変
えることでページの倍率を変えることができる。
【００１９】
　そのため、ユーザは、電子書籍表示用のアプリケーションソフトの実行中、筐体を変位
（曲げ、捻れ）させて、より多様性に富んだ直感的な入力操作を表示装置に行うことがで
きる。
【００２０】
　したがって、この構成によれば、曲げ操作と捻れ操作が可能であり、ユーザがより多様
性に富んだ直感的な入力操作を行うことができる表示装置を実現することができる。
【００２１】
　また、この発明の表示装置は、携帯型の端末であることが好ましい。
【００２２】
　この構成の表示装置は、ユーザが持って運べる程度の大きさ及び重さである。この構成
においてユーザは、表示装置を両手で持ち、曲げ操作または捻れ操作を両手で行う。
【００２３】
　また、この発明の表示装置は、第１の画像、第２の画像、又は第３の画像が表示部によ
って表示される操作面と、操作面への操作位置を検出するタッチセンサと、を備えること
が好ましい。
【００２４】
　この構成によれば、ユーザは、筐体に対する曲げ操作や捻れ操作だけでなく、操作面を
タッチ操作して、多様性に富んだ直感的な入力操作を表示装置に行うことができる。
【００２５】
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　また、この発明の表示装置では、検知部は、キラル高分子によって形成された圧電フィ
ルムを有することが好ましい。
【００２６】
　この構成では、検知部は、圧電フィルムの変位を、確実且つ高感度に検知することがで
きる。
【００２７】
　また、この発明の表示装置では、キラル高分子は、ポリ乳酸であることが好ましい。
【００２８】
　この構成では、検知部は、圧電フィルムの変位を、確実且つ高感度に検知することがで
きる。
【００２９】
　また、この発明の表示装置では、ポリ乳酸は、Ｌ型ポリ乳酸であることが好ましい。
【００３０】
　この構成では、検知部は、圧電フィルムの変位を、確実且つ高感度に検知することがで
きる。
【発明の効果】
【００３１】
　この発明によれば、曲げ操作と捻れ操作が可能であり、ユーザが多様性に富んだ直感的
な入力操作を行うことができる表示装置を実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】本発明の実施形態に係る表示装置１の外観斜視図である。
【図２】図１に示すＳ－Ｓ線の断面図である。
【図３】図２に示すタッチセンサ１３の平面図である。
【図４】図２に示す変位センサ１２の平面図である。
【図５】図２に示す変位センサ１２の側面図である。
【図６】図２に示す変位センサ１２の裏面図である。
【図７】図１に示す表示装置１のブロック図である。
【図８】図１に示す筐体１００を曲げる前の概念図である。
【図９】図１に示す筐体１００を曲げた状態の概念図である。
【図１０】図１に示す筐体１００を捻る前の概念図である。
【図１１】図１に示す筐体１００を捻った状態の概念図である。
【図１２】図１に示す筐体１００を曲げた状態と捻った状態での電圧分布を示す図である
。
【図１３】電子書籍ａｐｐにおける変位状態と表示処理との関係を示す図である。
【図１４】図７に示す制御部１６が電子書籍ａｐｐの実行中に行う動作を示すフローチャ
ートである。
【図１５】写真表示ａｐｐにおける変位状態と表示処理との関係を示す図である。
【図１６】図７に示す制御部１６が写真表示ａｐｐの実行中に行う動作を示すフローチャ
ートである。
【発明を実施するための形態】
【００３３】
　本発明の実施形態に係る表示装置について、図を参照して説明する。図１は、本発明の
実施形態に係る表示装置１の外観斜視図である。図２は、図１に示すＳ－Ｓ線の断面図で
ある。図３は、図２に示すタッチセンサ１３の平面図である。図４は、図２に示す変位セ
ンサ１２の平面図である。図５は、図２に示す変位センサ１２の側面図である。図６は、
図２に示す変位センサ１２の裏面図である。図７は、図１に示す表示装置１のブロック図
である。
【００３４】
　図１に示すように、表示装置１は、例えばタブレットであり、携帯可能な程度の大きさ
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及び重さからなる。そのため、ユーザは、表示装置１を両手で持って表示装置１に対して
入力操作を行う。表示装置１は、筐体１００を備える。
【００３５】
　筐体１００は、長さ及び幅が厚さよりも大きな直方体形状であり、天面が開口する形状
からなる。筐体１００には、図１、図２に示すように、筐体１００の開口面を塞ぐよう平
板状のタッチパネル１０が嵌め合されている。タッチパネル１０の一方の主面が操作面１
０１となる。タッチパネル１０は、透光性を有する材料からなる。タッチパネル１０は、
タッチセンサ１３及び保護膜５０３で構成されている。
【００３６】
　筐体１００内には、図１、図２に示すように、操作面１０１側から、タッチセンサ１３
、変位センサ１２、表示部３０、及び制御回路モジュール５２等がこの順番に配置されて
いる。タッチセンサ１３、変位センサ１２、および表示部３０は平板状であり、それぞれ
の平板面が操作面１０１に平行になるように、筐体１００に配置されている。
【００３７】
　筐体１００の底面と表示部３０との間には、回路基板（図示せず）が配置されており、
当該回路基板に制御回路モジュール５２が実装されている。制御回路モジュール５２は、
図７に示す、制御部１６、記憶部２１、無線ＬＡＮ通信部６０、及びＲＡＭ２２を実現す
るモジュールである。制御回路モジュール５２は、タッチセンサ１３、変位センサ１２、
変位状態検知部１４、タッチ位置検知部１５、表示部３０、及びバッテリ７０に接続され
ている。
【００３８】
　なお、変位センサ１２及び変位状態検知部１４が、本発明の「検知部」を構成する。
【００３９】
　タッチセンサ１３は、静電センサであり、図２、図３に示すように、絶縁性基板１３１
と、複数のセグメント電極４０１と、複数のコモン電極４０２と、を有する。
【００４０】
　絶縁性基板１３１は、互いに対向する第１主面および第２主面を有する矩形の平膜から
なる。絶縁性基板１３１は、所定の誘電率を有する材質からなり、後述のベース基板５０
１の変位（曲げ、捻れ）を極力阻害しない程度の強度からなる。絶縁性基板１３１は、透
光性を有する材質であると好適である。
【００４１】
　タッチセンサ１３の変位センサ１２とは反対側の面には、保護膜５０３が設けられてい
る。保護膜５０３は、可撓性を有し絶縁性を有する材質からなる。保護膜５０３は、透光
性を有する材質からなる。例えば、保護膜５０３には、ＰＥＴやＰＰを用いるとよい。
【００４２】
　絶縁性基板１３１の一方主面である第１主面には、複数のセグメント電極４０１が所定
の間隔で配列形成されている。複数のセグメント電極４０１のそれぞれは、長尺状からな
り、長尺方向に直交する方向に沿って配列されている。
【００４３】
　絶縁性基板１３１の他方主面である第２主面には、複数のコモン電極４０２が所定の間
隔で配列形成されている。複数のコモン電極４０２のそれぞれは、長尺状からなり、長尺
方向に直交する方向に沿って配列されている。第１主面および第２主面に直交する方向か
ら見て、複数のコモン電極４０２の長尺方向と、複数のセグメント電極４０１の長尺方向
とは、略直交するように、複数のセグメント電極４０１および複数のコモン電極４０２が
形成されている。
【００４４】
　以上の構成においてタッチセンサ１３は、ユーザの指が近接したり、接触した際に生じ
る静電容量変化を、セグメント電極４０１及びコモン電極４０２で検知し、この検知に基
づく信号を制御回路モジュール５２へ出力する。
【００４５】
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　絶縁フィルム５００は、図２に示すように、タッチセンサ１３と変位センサ１２との間
に挟まれており、矩形の平膜からなる。絶縁フィルム５００は、所定の誘電率を有する材
質からなり、タッチセンサ１３と変位センサ１２とを絶縁する。また、絶縁フィルム５０
０は、後述のベース基板５０１の変位（曲げ、捻れ）を極力阻害しない程度の強度からな
る。絶縁フィルム５００は、透光性を有する材質であると好適である。
【００４６】
　変位センサ１２は、図２、図４～図６に示すように、ベース基板５０１と、曲げ変位セ
ンサ３５と、捻れ変位センサ３６と、を有する。
【００４７】
　ベース基板５０１は、絶縁性の基板であり、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、
ポリエチレンナフタレート（ＰＥＮ）、ポリカーボネート（ＰＣ）、アクリル樹脂（ＰＭ
ＭＡ）等の比較的強度が高いポリマーで形成されている。ベース基板５０１の厚みは、ベ
ース基板５０１に必要とされる強度に応じて適宜設定されている。
【００４８】
　曲げ変位センサ３５は、ベース基板５０１の操作面１０１側の第３主面に取り付けられ
ている。曲げ変位センサ３５は、矩形状の圧電フィルム３５０を備える。圧電フィルム３
５０の両主面にはそれぞれ電極３５１，３５２が略全面に形成されている。電極３５１に
は外部接続端子４１Ａが接続され、電極３５２には外部接続端子４２Ａが接続されている
。
【００４９】
　捻れ変位センサ３６は、ベース基板５０１における第３主面に対向する第４主面に取り
付けられている。捻れ変位センサ３６は、矩形状の圧電フィルム３６０を備える。圧電フ
ィルム３６０の両主面にはそれぞれ電極３６１，３６２が略全面に形成されている。電極
３６１には外部接続端子４１Ｂが接続され、電極３６２には外部接続端子４２Ｂが接続さ
れている。
【００５０】
　なお、圧電フィルム３５０、３６０は、圧電性を有するフィルムであればよいが、好ま
しくは、一軸延伸されたポリ乳酸（ＰＬＡ）、さらにはＬ型ポリ乳酸（ＰＬＬＡ）によっ
て形成されていることが好ましい。
【００５１】
　圧電フィルム３５０は、一軸延伸されたＬ型ポリ乳酸（ＰＬＬＡ）によって形成されて
いる。本実施形態では、圧電フィルム３５０は、矩形の対角線にほぼ沿った方向に一軸延
伸されている（図４の実線の中抜き矢印参照）。この方向を、以下では、一軸延伸方向９
０１と称する。一軸延伸方向９０１は、圧電フィルム３５０の長手方向又は短手方向に対
して４５°の角度を成すようにするのが好ましい。ただし、角度はこれに限るものではな
く、圧電フィルム３５０の特性や、装置の使用状態に鑑みて最適な角度に設計すればよい
。
【００５２】
　圧電フィルム３６０は、一軸延伸されたＬ型ポリ乳酸（ＰＬＬＡ）によって形成されて
いる。本実施形態では、圧電フィルム３５０は、矩形の長手方向に沿った方向に一軸延伸
されている（図６の実線の中抜き矢印参照）。この方向を、以下では、一軸延伸方向９０
３と称する。一軸延伸方向９０３は、圧電フィルム３６０の長手方向に対して０°の角度
を成すようにするのが好ましい。ただし、角度はこれに限るものではなく、圧電フィルム
３６０の特性や、装置の使用状態に鑑みて最適な角度に設計すればよい。
【００５３】
　なお、正確な４５°に限ることなく、略４５°であってもよい。略４５°とは、例えば
４５°±１０°程度を含む角度をいう。同様に、正確な０°に限ることなく、略０°であ
ってもよい。略０°とは、例えば０°±１０°程度を含む角度をいう。これらの角度は、
変位センサの用途に基づき、曲げの検知精度など全体の設計に応じて、適宜決定されるべ
き設計事項である。
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【００５４】
　曲げ変位センサ３５と捻れ変位センサ３６は、圧電フィルム３５０の一軸延伸方向９０
１と圧電フィルム３６０の一軸延伸方向９０３とが４５°を成し、且つ圧電フィルム３６
０の長手方向（＝一軸延伸方向）がベース基板５０１の長手方向を平行になるように、ベ
ース基板５０１に取り付けられている。
【００５５】
　前述のＰＬＬＡは、キラル高分子であり、主鎖が螺旋構造を有する。ＰＬＬＡは、一軸
延伸され、分子が配向すると、圧電性を有する。そして、一軸延伸されたＰＬＬＡは、圧
電フィルムの平膜面が押圧されることにより、電荷を発生する。この際、発生する電荷量
は、押圧により平膜面が、当該平膜面に直交する方向へ変位する変位量によって一意的に
決定される。一軸延伸されたＰＬＬＡの圧電定数は、高分子中で非常に高い部類に属する
。
【００５６】
　したがって、ＰＬＬＡを用いることで、筐体１００の捻れや曲げによる圧電フィルム３
５０、３６０の変位を確実且つ高感度に検知することができる。すなわち、筐体１００の
捻れや曲げを確実に検知し、捻れ量や曲げ量を高感度に検知することができる。
【００５７】
　なお、延伸倍率は３～８倍程度が好適である。延伸後に熱処理を施すことにより、ポリ
乳酸の延びきり鎖結晶の結晶化が促進され圧電定数が向上する。なお、二軸延伸した場合
はそれぞれの軸の延伸倍率を異ならせることによって一軸延伸と同様の効果を得ることが
出来る。例えばある方向をＸ軸としてその方向に８倍、その軸に直交するＹ軸方向に２倍
の延伸を施した場合、圧電定数に関してはおよそＸ軸方向に４倍の一軸延伸を施した場合
と同等の効果が得られる。単純に一軸延伸したフィルムは延伸軸方向に沿って裂け易いた
め、前述したような二軸延伸を行うことにより幾分強度を増すことが出来る。
【００５８】
　また、ＰＬＬＡは、延伸等による分子の配向処理で圧電性を生じ、ＰＶＤＦ等の他のポ
リマーや圧電セラミックスのように、ポーリング処理を行う必要がない。すなわち、強誘
電体に属さないＰＬＬＡの圧電性は、ＰＶＤＦやＰＺＴ等の強誘電体のようにイオンの分
極によって発現するものではなく、分子の特徴的な構造である螺旋構造に由来するもので
ある。
【００５９】
　このため、ＰＬＬＡには、他の強誘電性の圧電体で生じる焦電性が生じない。さらに、
ＰＶＤＦ等は経時的に圧電定数の変動が見られ、場合によっては圧電定数が著しく低下す
る場合があるが、ＰＬＬＡの圧電定数は経時的に極めて安定している。したがって、周囲
環境に影響されることなく、筐体１００の捻れや曲げによる圧電フィルム３５０、３６０
の変位を高感度に検知することができる。
【００６０】
　また、ＰＬＬＡは圧電出力定数（＝圧電ｇ定数、ｇ＝ｄ／εＴ）が大きい。したがって
、ＰＬＬＡを用いることで、非常に高感度に変位を検知することが可能になる。
【００６１】
　また、電極３５１，３５２、３６１，３６２は、ベース基板５０１が大きく変位するた
め、ＩＴＯ、ＺｎＯ、ポリチオフェンを主成分とする有機電極、ポリアニリンを主成分と
する有機電極、銀ナノワイヤ電極、カーボンナノチューブ電極のいずれかを用いるのが好
適である。これらの材料を用いることで、屈曲性に優れ、透光性の高い電極パターンを形
成できる。
【００６２】
　変位センサ１２における操作面１０１とは逆側の面には、保護膜５０２が配設されてい
る。保護膜５０２は、絶縁性を有する材質からなる。保護膜５０２は、透光性を有する材
質からなる。例えば、保護膜５０２には、ＰＥＴやＰＰを用いるとよい。
【００６３】
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　図１、図２に示すように、筐体１００の内部における変位センサ１２の操作面１０１と
は逆側の主面には、表示部３０が配置されている。表示部３０は、所謂フラットディスプ
レイからなり、ここでは、具体的に液晶表示素子からなる。表示部３０は、液晶パネル３
０１、表面偏光板３０２、裏面偏光板３０３、バックライト３０４を備える。表面偏光板
３０２と裏面偏光板３０３は、液晶パネル３０１を挟むように配置されている。バックラ
イト３０４は、裏面偏光板３０３を挟んで、液晶パネル３０１と反対側に配置されている
。
【００６４】
　以上の構成において、タッチセンサ１３、絶縁フィルム５００、変位センサ１２、保護
膜５０２の全ては、透光性を有する材質で形成されている。そのため、ユーザは、表示部
３０が表示する画像を操作面１０１で見ることができる。
【００６５】
　そして、変位センサ１２は、ユーザが筐体１００の捻れや曲げにより圧電フィルム３５
０、３６０を変位させることで、圧電フィルム３５０、３６０が撓んで発生する電荷を、
各電極で検知し、この検知に基づく信号を変位状態検知部１４へ出力する。
【００６６】
　以上の構成からなる変位センサ１２およびタッチセンサ１３は、図７に示すように、後
段の各回路へ接続されている。
【００６７】
　表示装置１は、図２～図７に示すように、変位センサ１２、タッチセンサ１３、変位状
態検知部１４、タッチ位置検知部１５、制御部１６、記憶部２１、ＲＡＭ２２、表示部３
０、無線ＬＡＮ通信部６０、及びバッテリ７０を備える。
【００６８】
　記憶部２１は、例えばフラッシュメモリで構成されている。記憶部２１は、表示装置１
の各部の制御方法が記述された制御プログラムを保存する。この制御プログラムには、後
述する電子書籍表示用のアプリケーションソフト（以下、電子書籍ａｐｐと称する。）や
写真表示用のアプリケーションソフト（以下、写真表示ａｐｐと称する。）を含む複数の
アプリケーションソフトがインストールされている。
【００６９】
　制御部１６は、例えばＣＰＵで構成されている。また、制御部１６は、現在時刻や現在
日を計時するタイマー回路を有している。制御部１６は、記憶部２１に保存されている制
御プログラムに従って、表示装置１の各部の動作を制御する。制御部１６は、当該制御プ
ログラムで処理されるデータをＲＡＭ２２に展開する。
【００７０】
　表示装置１は、起動したアプリケーションソフトを終了させる物理的な終了キー（不図
示）を備える。
【００７１】
　無線ＬＡＮ通信部６０は、不図示のアンテナを有している。無線ＬＡＮ通信部６０は、
インターネットに接続された無線ＬＡＮルータを介してサーバ装置（不図示）と通信する
。
【００７２】
　バッテリ７０は、表示装置１の各部に対してＤＣ動作電源の供給を行う。
【００７３】
　変位センサ１２の曲げ変位センサ３５は、圧電フィルム３５０から出力される検知電圧
ＶＭ、すなわち圧電フィルム３５０の変位により電極３５１，３５２間に生じる電圧ＶＭ

を、変位状態検知部１４へ出力する。
【００７４】
　また、変位センサ１２の捻れ変位センサ３６は、圧電フィルム３６０から出力される検
知電圧ＶＷ、すなわち圧電フィルム３６０の変位により電極３６１，３６２間に生じる電
圧ＶＷを、変位状態検知部１４へ出力する。
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【００７５】
　詳細を後述するが、検知電圧ＶＭ，ＶＷは、圧電フィルム３５０、３６０の変位状態に
応じた電圧分布となる（後述の図１２参照）。これにより、変位状態検知部１４は、検知
電圧ＶＭ，ＶＷの電圧分布から変位状態を検知する。変位状態検知部１４は、変位状態の
検知結果を制御部１６へ出力する。
【００７６】
　一方、タッチセンサ１３の各セグメント電極４０１と各コモン電極４０２は、タッチ位
置検知部１５に接続されている。タッチセンサ１３で検知されたタッチ位置検知電圧は、
タッチ位置検知部１５へ出力される。タッチ位置検知部１５は、タッチ位置検知電圧が検
知されるセグメント電極４０１とコモン電極４０２との組合せから操作面上でのタッチ位
置を検知する。タッチ位置検知部１５は、タッチ位置検知結果を制御部１６へ出力する。
【００７７】
　制御部１６は、変位状態の検知結果またはタッチ位置検知結果の少なくともいずれか一
方を用いて、操作内容を解析する。制御部１６は、解析した操作内容に基づく画像データ
を生成し、表示部３０へ出力する。
【００７８】
　表示部３０は、画像データに基づいて操作面１０１に画像を表示する。
【００７９】
　次に、筐体１００の曲げ及び捻れの検知方法について、より詳細に説明する。図８は、
筐体１００を曲げる前の状態の側面図である。図９は、筐体１００を曲げた状態の側面図
である。図９では、筐体１００の長手方向に沿って曲げる場合を示している。また、図８
、図９は、図の上側が表示装置１の操作面１０１側に相当する。
【００８０】
　一方、図１０は筐体１００を捻る前の状態の斜視図である。図１１は、筐体１００を捻
った状態での斜視図である。図１２は、図１に示す筐体１００を曲げた状態と捻った状態
での電圧分布例を示す図である。
【００８１】
　なお、図８～図１１では、図および原理を分かりやすくするために、表示装置１の構造
を簡略化して図示している。図１０、図１１では、筐体１００（ベース基板５０１）の長
手方向の一端となる端辺ＡＢを固定端辺とし、他方端となる端辺ＣＤに捻れが生じた場合
を図示している。言い換えれば、固定端辺ＡＢの両端となる角部Ａおよび角部Ｂが固定さ
れた角部となり、端辺ＣＤの両辺となる角部Ｃおよび角部Ｄが、表示装置１の操作面１０
１に略直交する方向で、且つ互いに逆方向へ変位した場合を示している。
【００８２】
　（曲げ変位検知）
　図８に示すように、曲げ変位が０の場合、すなわち筐体１００に対して曲げを生じさせ
る外力が加わっていない場合、筐体１００、タッチパネル１０、及びベース基板５０１は
、主面が平坦な状態となる。
【００８３】
　この場合、変位センサ１２の圧電フィルム３５０は伸縮せず、曲げ変位による変位セン
サ１２からの出力電圧の変化は生じない。例えば、この状態で検知電圧が０［Ｖ］になる
ように設定しておけば、曲げ変位センサ３５から出力される検知電圧ＶＭ、捻れ変位セン
サ３６から出力される検知電圧ＶＷは、全て０［Ｖ］となる。
【００８４】
　そして、図９に示すように筐体１００に対して曲げを生じさせる外力が加わった場合、
筐体１００、タッチパネル１０、及びベース基板５０１は、長手方向に沿って湾曲する。
この場合、変位センサ１２の圧電フィルム３５０は、変位センサ１２がベース基板５０１
に貼り付けられている面と曲げ方向によって、伸びるか若しくは縮む。これにより、曲げ
変位によって変位センサ１２から出力される電圧に変化が生じる。検知電圧ＶＭは、例え
ば、次に示すように変化する。
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【００８５】
　曲げ変位が＋ａの場合、一軸延伸方向９０１と曲げ方向（筐体１００の長手方向）との
関係から、図１２に示すように、検知電圧ＶＭは、電圧値＋Ｖａとなる。
【００８６】
　曲げ変位が＋ｂ（＜＋ａ）の場合、図１２に示すように、検知電圧ＶＭは、電圧値＋Ｖ
ｂ（＜＋Ｖａ）となる。ここで、＋Ｖａと＋Ｖｂとは、＋Ｖｔｈ１、＋Ｖｔｈ２を所定閾
値としたとき、０＜＋Ｖｔｈ１＜＋Ｖｂ＜＋Ｖｔｈ２＜＋Ｖａの関係となっている。
【００８７】
　曲げ変位が－ａの場合、すなわち、曲げ変位が＋ａと逆方向で同じ曲げ量である場合、
図１２に示すように、検知電圧ＶＭは、電圧値－Ｖａとなる。
【００８８】
　曲げ変位が－ｂ（＞－ａ）の場合、すなわち、曲げ変位が＋ｂと逆方向で同じ曲げ量で
ある場合、検知電圧ＶＭは、電圧値－Ｖｂ（＞－Ｖａ）となる。同様に、これらの値の関
係は、０＞－Ｖｔｈ１＞－Ｖｂ＞－Ｖｔｈ２＞－Ｖａの関係となっている。
【００８９】
　このように、本実施形態の構成では、曲げ変位に対して、検知電圧ＶＭは、曲げ量に応
じた略同じ電圧値となる。
【００９０】
　したがって、変位状態検知部１４は、検知電圧ＶＭ，ＶＷの値を測定することで、曲げ
方向および曲げ量を検知することができる。
【００９１】
　（捻れ変位検知）
　図１０に示すように、捻れ変位が０の場合、すなわち筐体１００に対して捻れを生じさ
せる外力が加わっていない場合、筐体１００、タッチパネル１０、及びベース基板５０１
は、主面が平坦な状態となる。
【００９２】
　この場合、変位センサ１２の圧電フィルム３６０は伸縮せず、捻れ変位による変位セン
サ１２からの出力電圧の変化は生じない。例えば、この状態で検知電圧が０［Ｖ］になる
ように設定しておけば、曲げ変位センサ３５から出力される検知電圧ＶＭ、捻れ変位セン
サ３６から出力される検知電圧ＶＷは、全て０［Ｖ］となる。
【００９３】
　そして、図１１に示すように筐体１００に対して捻れを生じさせる外力が加わった場合
、筐体１００、タッチパネル１０、及びベース基板５０１では、変位角部Ｃと変位角部Ｄ
とが、変位前の主面に対して直交する方向で、且つ主面に対してそれぞれ異なる方向へ離
間した状態となる。
【００９４】
　この場合、変位センサ１２の圧電フィルム３６０は、変位センサ１２がベース基板５０
１に貼り付けられている面と捻れ方向によって、部分的に伸びたり縮んだりする。これに
より、捻れ変位によって変位センサ１２から出力される電圧に変化が生じる。より具体的
には、捻れ状態により、検知電圧ＶＷは、例えば、次に示すように変化する。
【００９５】
　捻れ変位が＋ｃの場合（図１１に示すように角部Ｃが操作面１０１よりも上側に変位し
角部Ｄが操作面１０１よりも下側に変位する場合）、一軸延伸方向９０３と捻れ方向との
関係から、図１２に示すように、検知電圧ＶＷは電圧値+Ｖｃとなる。
【００９６】
　捻れ変位が＋ｄ（＜＋ｃ）の場合、図１２に示すように、検知電圧ＶＷは電圧値+Ｖｄ
（＜+Ｖｃ）となる。ここで、＋Ｖｃと＋Ｖｄとは、＋Ｖｔｈ３、＋Ｖｔｈ４を所定閾値
としたとき、０＜＋Ｖｔｈ３＜＋Ｖｄ＜＋Ｖｔｈ４＜＋Ｖｃの関係となっている。
【００９７】
　捻れ変位が－ｃの場合、すなわち、捻れ変位が＋ｃと逆方向で同じ捻れ量である場合、
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図１２に示すように、検知電圧ＶＷが電圧値－Ｖｃとなる。
【００９８】
　捻れ変位が－ｄ（＞－ｃ）の場合、すなわち、捻れ変位が＋ｄと逆方向で同じ捻れ量で
ある場合、図１２に示すように、検知電圧ＶＷは電圧値－Ｖｄ（＞－Ｖｃ）となる。同様
に、これらの値の関係は、０＞－Ｖｔｈ３＞－Ｖｄ＞－Ｖｔｈ４＞－Ｖｃの関係となって
いる。
【００９９】
　したがって、変位状態検知部１４は、検知電圧ＶＭ，ＶＷの電圧分布を観測することで
、筐体１００が捻られていることを検知できる。また、変位状態検知部１４は、この際の
電圧値を測定することで、捻れ方向および捻れ量を検知することができる。そして、変位
状態検知部１４は、変位状態の検知結果を制御部１６へ出力する。
【０１００】
　以上のように、本実施形態の構成を用いれば、ユーザは、操作面１０１に対するタッチ
操作だけでなく、筐体１００を変位（曲げ、捻れ）させて、多様性に富んだ直感的な入力
操作を表示装置１に行うことができる。
【０１０１】
　次に、制御部１６が電子書籍ａｐｐの実行中に行う動作について説明する。
【０１０２】
　図１３は、電子書籍ａｐｐにおける変位状態と表示処理との関係を示す図である。図１
４は、図７に示す制御部１６が電子書籍ａｐｐの実行中に行う動作を示すフローチャート
である。
【０１０３】
　なお、電子書籍ａｐｐでは、図１３に示すような表示処理が、前述した各変位状態に割
り当てられている。即ち、電子書籍ａｐｐでは、図１３に示すような表示処理が、ユーザ
が筐体１００に対して行う各入力操作に割り当てられている。
【０１０４】
　制御部１６は、操作面１０１に表示される複数のアプリケーションソフトのアイコンの
内、電子書籍ａｐｐのアイコンをユーザがタッチすると、電子書籍ａｐｐを起動する（Ｓ
１）。
【０１０５】
　制御部１６は、電子書籍ａｐｐを起動すると、電子書籍の最初のページを表示するよう
表示部３０に指示する（Ｓ２）。
【０１０６】
　なお、最初のページが、本発明の「第１の画像」に相当する。
【０１０７】
　そして、制御部１６は、前述した終了キーが操作されたかどうか（Ｓ３）、捻れ操作が
行われたかどうか（Ｓ４）、曲げ操作が行われたかどうか（Ｓ５）、を判定する。Ｓ４、
Ｓ５において制御部１６は、変位状態検知部１４から出力される変位状態の検知結果（図
１３参照）に基づいて、判定を行う。
【０１０８】
　なお、Ｓ３、Ｓ４、Ｓ５では、ユーザは、表示装置１の長手方向の両端を両手で持ち、
操作面１０１に表示される第１の画像を見て、筐体１００に対する曲げ操作または捻れ操
作を両手で行う場面を想定している。この場面において、ユーザは、筐体１００に対して
捻れ操作を行って電子書籍のページを捲ったり、筐体１００に対して曲げ操作を行って所
定のページで拡大縮小を行ったりする。この際、ユーザは、筐体１００を捻る量を変える
ことでページを捲る速さを変えることができる。さらに、ユーザは、筐体１００を曲げる
量を変えることでページの倍率を変えることができる。
【０１０９】
　まず、Ｓ４において捻れ操作が行われたことを判定すると、制御部１６は、変位状態検
知部１４から出力される変位状態の検知結果（図１３参照）に基づいて、捻れ方向が「＋
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」であるか「－」であるかを判定する（Ｓ６）。
【０１１０】
　捻れ方向が「＋」であることを判定すると、制御部１６は、変位状態検知部１４から出
力される変位状態の検知結果（図１３参照）に基づいて、捻れ量が大きい（+ｃ）か小さ
い（+ｄ）か、を判定する（Ｓ７）。
【０１１１】
　捻れ量が小さい（+ｄ）であることを判定すると、制御部１６は、電子書籍のページを
、正方向へ（即ち電子書籍のページの順番通りに）１ページずつ捲っていく（Ｓ８）。反
対に、捻れ量が大きい（+ｃ）であることを判定すると、制御部１６は、電子書籍のペー
ジを、正方向へ（即ち電子書籍のページの順番通りに）複数ページずつ捲っていく（Ｓ９
）。
【０１１２】
　一方、Ｓ６において捻れ方向が「－」であることを判定すると、制御部１６は、変位状
態検知部１４から出力される変位状態の検知結果（図１３参照）に基づいて、捻れ量が大
きい（－ｃ）か小さい（－ｄ）か、を判定する（Ｓ１０）。
【０１１３】
　捻れ量が小さい（－ｄ）であることを判定すると、制御部１６は、電子書籍のページを
、逆方向へ（即ち電子書籍のページの順番とは逆方向に）１ページずつ捲っていく（Ｓ１
１）。反対に、捻れ量が大きい（－ｃ）であることを判定すると、制御部１６は、電子書
籍のページを、逆方向へ（即ち電子書籍のページの順番とは逆方向に）複数ページずつ捲
っていく（Ｓ１２）。
【０１１４】
　そして、制御部１６は、変位状態検知部１４から出力される変位状態の検知結果に基づ
いて、ユーザが筐体１００に対する捻れ操作を終了したかどうかを判定する（Ｓ１３）。
ユーザが筐体１００に対する捻れ操作を終了した場合、図１０に示したように、筐体１０
０が平坦な状態に戻る。この場合、曲げ変位センサ３５から出力される検知電圧ＶＭ、捻
れ変位センサ３６から出力される検知電圧ＶＷは、全て０［Ｖ］となる。そのため、Ｓ１
３において制御部１６は、検知電圧ＶＭ、及び検知電圧ＶＷが、全て０［Ｖ］となってい
るかどうかを確認することによって、ユーザが筐体１００に対する捻れ操作を終了したか
どうかを判定する。
【０１１５】
　ユーザが筐体１００に対する捻れ操作を終了していないと判定すると（Ｓ１３のＮ）、
制御部１６は、Ｓ６に戻り、処理を継続する。ここでは、例えば、ユーザが筐体１００を
＋方向へ小さく捻った後に＋方向へ大きく捻ったりする場面を想定している。
【０１１６】
　一方、ユーザが筐体１００に対する捻れ操作を終了したと判定すると（Ｓ１３のＹ）、
制御部１６は、Ｓ３に戻り、処理を継続する。
【０１１７】
　なお、Ｓ８、Ｓ９、Ｓ１１、Ｓ１２において、捲られて操作面１０１に表示されていく
ページが、本発明の「第２の画像」に相当する。ただし、捻れ操作が終了した時点（Ｓ１
３のＹ）で操作面１０１に表示されるページは、本発明の「第１の画像」に相当する。
【０１１８】
　次に、Ｓ５において曲げ操作が行われたことを判定すると（Ｓ５のＹ）、制御部１６は
、変位状態検知部１４から出力される変位状態の検知結果（図１３参照）に基づいて、曲
げ方向が「＋」であるか「－」であるかを判定する（Ｓ１４）。
【０１１９】
　曲げ方向が「＋」であることを判定すると、制御部１６は、変位状態検知部１４から出
力される変位状態の検知結果（図１３参照）に基づいて、曲げ量が大きい（+ａ）か小さ
い（+ｂ）か、を判定する（Ｓ１５）。
【０１２０】
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　曲げ量が小さい（+ｂ）であることを判定すると、制御部１６は、現在操作面１０１に
表示されているページを、１段階拡大して表示する（Ｓ１６）。反対に、曲げ量が大きい
（+ａ）であることを判定すると、制御部１６は、現在操作面１０１に表示されているペ
ージを、最も拡大して表示する（Ｓ１７）。
【０１２１】
　一方、Ｓ１４において曲げ方向が「－」であることを判定すると、制御部１６は、変位
状態検知部１４から出力される変位状態の検知結果（図１３参照）に基づいて、曲げ量が
大きい（－ａ）か小さい（－ｂ）か、を判定する（Ｓ１８）。
【０１２２】
　曲げ量が小さい（－ｂ）であることを判定すると、制御部１６は、現在操作面１０１に
表示されているページを、１段階縮小して表示する（Ｓ１９）。反対に、曲げ量が大きい
（－ａ）であることを判定すると、制御部１６は、現在操作面１０１に表示されているペ
ージを、最も縮小して表示する（Ｓ２０）。
【０１２３】
　そして、制御部１６は、変位状態検知部１４から出力される変位状態の検知結果に基づ
いて、ユーザが筐体１００に対する曲げ操作を終了したかどうかを判定する（Ｓ２１）。
ユーザが筐体１００に対する曲げ操作を終了した場合、図８に示したように、筐体１００
が平坦な状態に戻る。この場合、曲げ変位センサ３５から出力される検知電圧ＶＭ、捻れ
変位センサ３６から出力される検知電圧ＶＷは、全て０［Ｖ］となる。そのため、Ｓ２１
において制御部１６は、検知電圧ＶＭ、及び検知電圧ＶＷが、全て０［Ｖ］となっている
かどうかを確認することによって、ユーザが筐体１００に対する曲げ操作を終了したかど
うかを判定する。
【０１２４】
　ユーザが筐体１００に対する曲げ操作を終了していないと判定すると（Ｓ２１のＮ）、
制御部１６は、Ｓ１４に戻り、処理を継続する。ここでは、例えば、ユーザが筐体１００
を＋方向へ小さく曲げた後に＋方向へ大きく曲げたりする場面を想定している。
【０１２５】
　一方、ユーザが筐体１００に対する曲げ操作を終了したと判定すると（Ｓ２１のＹ）、
制御部１６は、Ｓ３に戻り、処理を継続する。
【０１２６】
　なお、Ｓ１６、Ｓ１７、Ｓ１９、Ｓ２０において、拡大されたページ又は縮小されたペ
ージが、本発明の「第３の画像」に相当する。ただし、曲げ操作が終了した時点（Ｓ２１
のＹ）で操作面１０１に表示されるページは、本発明の「第１の画像」に相当する。
【０１２７】
　最後に、ユーザが終了キーを操作した場合（Ｓ３のＹ）、制御部１６は、電子書籍ａｐ
ｐを終了する（Ｓ２２）。
【０１２８】
　以上より、ユーザは、電子書籍ａｐｐにおいて、操作面１０１に対するタッチ操作だけ
でなく、筐体１００を変位（曲げ、捻れ）させて、多様性に富んだ直感的な入力操作を表
示装置１に行うことができる。したがって、本実施形態によれば、曲げ操作と捻れ操作が
可能であり、ユーザが多様性に富んだ直感的な入力操作を行うことができる表示装置１を
実現することができる。
【０１２９】
　次に、制御部１６が写真表示ａｐｐの実行中に行う動作について説明する。
【０１３０】
　図１５は、写真表示ａｐｐにおける変位状態と表示処理との関係を示す図である。図１
６は、図７に示す制御部１６が写真表示ａｐｐの実行中に行う動作を示すフローチャート
である。
【０１３１】
　なお、写真表示ａｐｐでは、図１５に示すような表示処理が、前述した各変位状態に割
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り当てられている。即ち、写真表示ａｐｐでは、図１５に示すような表示処理が、ユーザ
が筐体１００に対して行う各入力操作に割り当てられている。
【０１３２】
　また、図１６に示す処理は、図１４におけるＳ１、Ｓ２、Ｓ８、Ｓ９、Ｓ１１、Ｓ１２
、Ｓ１６、Ｓ１７、Ｓ１９、Ｓ２０、Ｓ２２をＳ２０１、Ｓ２０２、Ｓ２０８、Ｓ２０９
、Ｓ２１１、Ｓ２１２、Ｓ２１６、Ｓ２１７、Ｓ２１９、Ｓ２２０、Ｓ２２３に置き換え
たものである。その他の処理（Ｓ３～Ｓ７、Ｓ１０、Ｓ１３～Ｓ１５、Ｓ１８、Ｓ２１）
については、図１４に示す処理と同じである。
【０１３３】
　制御部１６は、操作面１０１に表示される複数のアプリケーションソフトのアイコンの
内、写真表示ａｐｐのアイコンをユーザがタッチすると、写真表示ａｐｐを起動する（Ｓ
２０１）。
【０１３４】
　制御部１６は、写真表示ａｐｐを起動すると、写真表示ａｐｐが管理している複数の写
真のうち撮像日時の最も新しい写真を表示するよう表示部３０に指示する（Ｓ２０２）。
【０１３５】
　なお、撮像日時の最も新しい写真が、本発明の「第１の画像」に相当する。
【０１３６】
　そして、制御部１６は、前述した終了キーが操作されたかどうか（Ｓ３）、捻れ操作が
行われたかどうか（Ｓ４）、曲げ操作が行われたかどうか（Ｓ５）、を判定する。Ｓ４、
Ｓ５において制御部１６は、変位状態検知部１４から出力される変位状態の検知結果（図
１３参照）に基づいて、判定を行う。
【０１３７】
　なお、写真表示ａｐｐにおけるＳ３、Ｓ４、Ｓ５では、ユーザが、筐体１００に対して
捻れ操作を行って写真を捲っていき、筐体１００に対して曲げ操作を行って所定の写真で
拡大縮小を行う場面を想定している。この際、ユーザは、筐体１００を捻る量を変えるこ
とで写真を捲る速さを変えることができる。さらに、ユーザは、筐体１００を曲げる量を
変えることで写真の倍率を変えることができる。
【０１３８】
　まず、Ｓ４において捻れ操作が行われたことを判定すると、制御部１６は、変位状態検
知部１４から出力される変位状態の検知結果（図１５参照）に基づいて、捻れ方向が「＋
」であるか「－」であるかを判定する（Ｓ６）。
【０１３９】
　捻れ方向が「＋」であることを判定すると、制御部１６は、変位状態検知部１４から出
力される変位状態の検知結果（図１５参照）に基づいて、捻れ量が大きい（+ｃ）か小さ
い（+ｄ）か、を判定する（Ｓ７）。
【０１４０】
　捻れ量が小さい（+ｄ）であることを判定すると、制御部１６は、写真表示ａｐｐが管
理している複数の写真を、正方向へ（即ち撮像日時の新しい写真から古い写真の方向へ）
１枚ずつ捲っていく（Ｓ２０８）。反対に、捻れ量が大きい（+ｃ）であることを判定す
ると、制御部１６は、写真表示ａｐｐが管理している複数の写真を、正方向へ（即ち撮像
日時の新しい写真から古い写真の方向へ）複数枚ずつ捲っていく（Ｓ２０９）。
【０１４１】
　一方、Ｓ６において捻れ方向が「－」であることを判定すると、制御部１６は、変位状
態検知部１４から出力される変位状態の検知結果（図１５参照）に基づいて、捻れ量が大
きい（－ｃ）か小さい（－ｄ）か、を判定する（Ｓ１０）。
【０１４２】
　捻れ量が小さい（－ｄ）であることを判定すると、制御部１６は、写真表示ａｐｐが管
理している複数の写真を、逆方向へ（即ち撮像日時の古い写真から新しい写真の方向へ）
１枚ずつ捲っていく（Ｓ２１１）。反対に、捻れ量が大きい（－ｃ）であることを判定す



(16) JP WO2015/068619 A1 2015.5.14

10

20

30

40

50

ると、制御部１６は、写真表示ａｐｐが管理している複数の写真を、逆方向へ（即ち撮像
日時の古い写真から新しい写真の方向へ）複数枚ずつ捲っていく（Ｓ２１２）。
【０１４３】
　そして、制御部１６は、変位状態検知部１４から出力される変位状態の検知結果に基づ
いて、ユーザが筐体１００に対する捻れ操作を終了したかどうかを判定する（Ｓ１３）。
【０１４４】
　ユーザが筐体１００に対する捻れ操作を終了していないと判定すると（Ｓ１３のＮ）、
制御部１６は、Ｓ６に戻り、処理を継続する。一方、ユーザが筐体１００に対する捻れ操
作を終了したと判定すると（Ｓ１３のＹ）、制御部１６は、Ｓ３に戻り、処理を継続する
。
【０１４５】
　なお、Ｓ２０８、Ｓ２０９、Ｓ２１１、Ｓ２１２において、捲られて操作面１０１に表
示されていく写真が、本発明の「第２の画像」に相当する。ただし、捻れ操作が終了した
時点（Ｓ１３のＹ）で操作面１０１に表示される写真は、本発明の「第１の画像」に相当
する。
【０１４６】
　次に、Ｓ５において曲げ操作が行われたことを判定すると、制御部１６は、変位状態検
知部１４から出力される変位状態の検知結果（図１５参照）に基づいて、曲げ方向が「＋
」であるか「－」であるかを判定する（Ｓ１４）。
【０１４７】
　曲げ方向が「＋」であることを判定すると、制御部１６は、変位状態検知部１４から出
力される変位状態の検知結果（図１５参照）に基づいて、曲げ量が大きい（+ａ）か小さ
い（+ｂ）か、を判定する（Ｓ１５）。
【０１４８】
　曲げ量が小さい（+ｂ）であることを判定すると、制御部１６は、現在操作面１０１に
表示されている写真を、１段階拡大して表示する（Ｓ１６）。反対に、曲げ量が大きい（
+ａ）であることを判定すると、制御部１６は、現在操作面１０１に表示されている写真
を、最も拡大して表示する（Ｓ１７）。
【０１４９】
　一方、Ｓ１５において曲げ方向が「－」であることを判定すると、制御部１６は、変位
状態検知部１４から出力される変位状態の検知結果（図１５参照）に基づいて、曲げ量が
大きい（－ａ）か小さい（－ｂ）か、を判定する（Ｓ１８）。
【０１５０】
　曲げ量が小さい（－ｂ）であることを判定すると、制御部１６は、現在操作面１０１に
表示されている写真を、１段階縮小して表示する（Ｓ１９）。反対に、曲げ量が大きい（
－ａ）であることを判定すると、制御部１６は、現在操作面１０１に表示されている写真
を、最も縮小して表示する（Ｓ２０）。
【０１５１】
　そして、制御部１６は、変位状態検知部１４から出力される変位状態の検知結果に基づ
いて、ユーザが筐体１００に対する曲げ操作を終了したかどうかを判定する（Ｓ２１）。
【０１５２】
　ユーザが筐体１００に対する曲げ操作を終了していないと判定すると（Ｓ２１のＮ）、
制御部１６は、Ｓ１４に戻り、処理を継続する。一方、ユーザが筐体１００に対する曲げ
操作を終了したと判定すると（Ｓ２１のＹ）、制御部１６は、Ｓ３に戻り、処理を継続す
る。
【０１５３】
　なお、Ｓ２１６、Ｓ２１７、Ｓ２１９、Ｓ２２０において、拡大された写真又は縮小さ
れた写真が、本発明の「第３の画像」に相当する。ただし、曲げ操作が終了した時点（Ｓ
２１のＹ）で操作面１０１に表示される写真は、本発明の「第１の画像」に相当する。
【０１５４】
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　最後に、ユーザが終了キーを操作した場合（Ｓ３のＹ）、制御部１６は、写真表示ａｐ
ｐを終了する（Ｓ２２３）。
【０１５５】
　以上より、ユーザは、写真表示ａｐｐにおいて、操作面１０１に対するタッチ操作だけ
でなく、筐体１００を変位（曲げ、捻れ）させて、多様性に富んだ直感的な入力操作を表
示装置１に行うことができる。したがって、本実施形態によれば、曲げ操作と捻れ操作が
可能であり、ユーザが多様性に富んだ直感的な入力操作を行うことができる表示装置１を
実現することができる。
【０１５６】
　なお、本実施形態の電子書籍ａｐｐでは、図１３に示すような表示処理が、前述した各
変位状態に割り当てられているが、これに限るものではない。実施の際は、異なる表示処
理が、前述した各変位状態に割り当てられていてもよい。
【０１５７】
　例えば、正方向へページを数ページずつ捲っていく表示処理の代わりに、電子書籍の最
終ページを表示する表示処理が捻れ（+ｃ）に割り当てられていてもよい。また、捻れ（+
ｃ）と捻れ（+ｄ）には、同じ表示処理が割り当てられていてもよいし、曲げ（+ａ）と曲
げ（+ｂ）にも、同じ表示処理が割り当てられていてもよい。
【０１５８】
　同様に、本実施形態の写真表示ａｐｐでは、図１５に示すような表示処理が、前述した
各変位状態に割り当てられているが、これに限るものではない。実施の際は、異なる表示
処理が、前述した各変位状態に割り当てられていてもよい。
【０１５９】
　例えば、正方向へ写真を数枚ずつ捲っていく表示処理の代わりに、撮像日時の最も古い
写真を表示する表示処理が捻れ（+ｃ）に割り当てられていてもよい。また、捻れ（+ｃ）
と捻れ（+ｄ）には、同じ表示処理が割り当てられていてもよいし、曲げ（+ａ）と曲げ（
+ｂ）にも、同じ表示処理が割り当てられていてもよい。
【０１６０】
　また、本実施形態では、電子書籍ａｐｐや写真表示ａｐｐの各表示処理が、前述した各
変位状態に割り当てられているが、これに限るものではない。実施の際は、異なるアプリ
ケーションソフト（例えばゲームａｐｐやカメラａｐｐなど）の各表示処理が、前述した
各変位状態に割り当てられていてもよい。
【０１６１】
　最後に、前記各実施形態の説明は、すべての点で例示であって、制限的なものではない
と考えられるべきである。本発明の範囲は、上述の実施形態ではなく、特許請求の範囲に
よって示される。さらに、本発明の範囲には、特許請求の範囲と均等の意味および範囲内
でのすべての変更が含まれることが意図される。
【符号の説明】
【０１６２】
１…表示装置
１０…タッチパネル
１２…変位センサ
１３…タッチセンサ
１４…変位状態検知部
１５…タッチ位置検知部
１６…制御部
２１…記憶部
２２…ＲＡＭ
３０…表示部
３５…曲げ変位センサ
３６…捻れ変位センサ



(18) JP WO2015/068619 A1 2015.5.14

10

20

４１Ａ、４１Ｂ、４２Ａ、４２Ｂ…外部接続端子
５２…制御回路モジュール
６０…無線ＬＡＮ通信部
７０…バッテリ
１００…筐体
１０１…操作面
１３１…絶縁性基板
３０１…液晶パネル
３０２…表面偏光板
３０３…裏面偏光板
３０４…バックライト
３５０…圧電フィルム
３５１，３５２…電極
３６０…圧電フィルム
３６１，３６２…電極
４０１…セグメント電極
４０２…コモン電極
５００…絶縁フィルム
５０１…ベース基板
５０２、５０３…保護膜
９０１…一軸延伸方向
９０３…一軸延伸方向

【図１】

【図２】

【図３】
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【図１６】

【手続補正書】
【提出日】平成28年4月26日(2016.4.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示部と、
　前記表示部に第１の画像を表示させるアプリケーションソフトを実行する制御部と、を
備える表示装置であって、
　筐体と、
　前記筐体の曲げ及び捻れを個別に検知する検知部と、を備え、
　前記制御部は、前記アプリケーションソフトの実行中、前記検知部が前記筐体の曲げ又
は捻れのいずれか一方を検知したとき、前記筐体の曲げ方向又は捻れ方向が「＋」である
か「－」であるかを判定し、「＋」であると判定した場合は正方向に動作する第２の画像
を前記表示部に表示する表示処理を行い、「－」であると判定した場合は前記正方向とは
逆方向に動作する第３の画像を前記表示部に表示する表示処理を行う、表示装置。
【請求項２】
　前記検知部は、前記筐体の曲げ方向、前記筐体の曲げ量、前記筐体の捻れ方向、及び前
記筐体の捻れ量を検知し、
　前記制御部は、前記アプリケーションソフトの実行中、前記検知部が前記筐体の捻れを
検知したとき、前記筐体の捻れ方向および前記筐体の捻れ量に応じて画像を前記表示部に
表示する表示処理を行い、前記検知部が前記筐体の曲げを検知したとき、前記筐体の曲げ
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方向および前記筐体の曲げ量に応じて画像を前記表示部に表示する表示処理を行う、請求
項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記アプリケーションソフトは、電子書籍表示用のアプリケーションソフトであり、
　前記制御部は、前記アプリケーションソフトの実行中、前記検知部が前記筐体の捻れを
検知したとき、前記筐体の捻れ方向に応じたページ方向へ、前記筐体の捻れ量に応じた速
さで前記ページを捲り、前記検知部が前記筐体の曲げを検知したとき、前記筐体の曲げ方
向に応じた拡大縮小方向へ、及び前記筐体の曲げ量に応じた倍率に、前記ページを拡大又
は縮小する、請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記表示装置は、携帯型の端末である、請求項１から請求項３のいずれか１項に記載の
表示装置。
【請求項５】
　前記第１の画像、前記第２の画像、又は前記第３の画像が前記表示部によって表示され
る操作面と、
　前記操作面への操作位置を検出するタッチセンサと、を備える、請求項１から請求項４
のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記検知部は、キラル高分子によって形成された圧電フィルムを有する、請求項１から
請求項５のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記キラル高分子は、ポリ乳酸である、請求項６に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記ポリ乳酸は、Ｌ型ポリ乳酸である、請求項７に記載の表示装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　制御部は、アプリケーションソフトの実行中、検知部が筐体の曲げと捻れのいずれか一
方を検知したとき、筐体の曲げ方向又は捻れ方向が「＋」であるか「－」であるかを判定
し、「＋」であると判定した場合は正方向に動作する第２の画像を表示部に表示する表示
処理を行い、「－」であると判定した場合は正方向とは逆方向に動作する第３の画像を表
示部に表示する表示処理を行う。第２の画像は、第１の画像と異なる。第３の画像は、第
１の画像および第２の画像の両方と異なる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　この構成において、アプリケーションソフトの実行中、ユーザは、表示部が表示する第
１の画像を見て、筐体に対して曲げ操作または捻れ操作を行う。ユーザが捻れ操作と曲げ
操作のいずれか一方を行ったとき、画像を表示部に表示する表示処理が制御部によって行
われる。また、ユーザが捻れ操作と曲げ操作のいずれか他方を行ったとき、画像を表示部
に表示する表示処理が制御部によって行われる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　また、この発明の表示装置では、次の構成であることが好ましい。検知部は、筐体の曲
げ方向、筐体の曲げ量、筐体の捻れ方向、及び筐体の捻れ量を検知する。制御部は、アプ
リケーションソフトの実行中、検知部が筐体の捻れを検知したとき、筐体の捻れ方向およ
び筐体の捻れ量に応じて画像を表示部に表示する表示処理を行い、検知部が筐体の曲げを
検知したとき、筐体の曲げ方向および筐体の曲げ量に応じて画像を表示部に表示する表示
処理を行う。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　ユーザが捻れ操作を行ったとき、筐体の捻れ方向および筐体の捻れ量に応じて、画像を
表示部に表示する表示処理が制御部によって行われる。また、ユーザが曲げ操作を行った
とき、筐体の曲げ方向および筐体の曲げ量に応じて、画像を表示部に表示する表示処理が
制御部によって行われる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１７】
　なお、Ｓ８、Ｓ９、Ｓ１１、Ｓ１２において、正方向へ捲られて操作面１０１に表示さ
れていくページが、本発明の「第２の画像」に相当し、負方向へ捲られて操作面１０１に
表示されていくページが、本発明の「第３の画像」に相当する。ただし、捻れ操作が終了
した時点（Ｓ１３のＹ）で操作面１０１に表示されるページは、本発明の「第１の画像」
に相当する。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２６】
　なお、Ｓ１６、Ｓ１７、Ｓ１９、Ｓ２０において、拡大されたページが、本発明の「第
２の画像」に相当し、又は縮小されたページが、本発明の「第３の画像」に相当する。た
だし、曲げ操作が終了した時点（Ｓ２１のＹ）で操作面１０１に表示されるページは、本
発明の「第１の画像」に相当する。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４５】
　なお、Ｓ２０８、Ｓ２０９、Ｓ２１１、Ｓ２１２において、正方向へ捲られて操作面１
０１に表示されていく写真が、本発明の「第２の画像」に相当し、負方向へ捲られて操作
面１０１に表示されていく写真が、本発明の「第３の画像」に相当する。ただし、捻れ操
作が終了した時点（Ｓ１３のＹ）で操作面１０１に表示される写真は、本発明の「第１の
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画像」に相当する。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５３】
　なお、Ｓ２１６、Ｓ２１７、Ｓ２１９、Ｓ２２０において、拡大された写真が、本発明
の「第２の画像」に相当し、又は縮小された写真が、本発明の「第３の画像」に相当する
。ただし、曲げ操作が終了した時点（Ｓ２１のＹ）で操作面１０１に表示される写真は、
本発明の「第１の画像」に相当する。
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